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【資料 1】学習指導案に記載する観点 

１ 単元名または題材名 

２ 単元の目標 

３ 目標との関連 

 ・教材観、児童観、指導観 

４ 単元の指導計画 

５ 本時の指導 

・授業日時・授業者氏名 

 ・本時の目標 

 ・本時の準備 

 ・本時の展開案 

①学習過程（課題解決型の展開法） 

②予想される子どもの反応 

③教師の支援 

④評価基準・観点 

 ・板書案 

【資料 2】教科書ミニ指導案に記載する観点 

・本時の目標 
・教材研究したときの書き込み 
・授業の流れ 
・予想される子どものつまずき 
・指導の手だて 

われていることがわかる。そして、教材に対する解釈

から授業構成が行われ指導過程となることがわかる。 
学習指導案では、教材に対する解釈を観点別に書く。

その一般的な観点を以下に挙げる（資料 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、学習指導案とは「予想される過程だけでなく、

事前研究の結果が、スペアを含め豊富かつ弾力的に準

備されたもの」であると述べられている。つまり、学

習指導案は、教材研究において得た教材に対する解釈

を多角的に観ることができるものである。 
そこで、上に示した学習指導案に記載する観点を基

に教科書に対する解釈を行うことは、教材研究におい

て有効であると考える。教科書ミニ指導案を作成する

にあたり、授業づくりにおいて必要な観点は、学習指

導案を参考に取り入れることとする。 
 
２ 教材研究の方法 

（１）教科書ミニ指導案とは 

教科書ミニ指導案とは、「日々の授業で使う算数の

教科書の縮小コピーを基に，次の５点を中心に書き込

む指導案のこと」であると志水 (2006)は述べている。

以下に「次の５点」を示す（資料 2）。 
 
 
 
 
 
 
 

教科書の縮小コピーに書き込んでいくことから、手

書きで作成するオリジナル学習指導案である。 

（２）教科書ミニ指導案の特徴 

 学習指導案【資料 1】と教科書ミニ指導案【資料 2】
を比較する。 
両者が一致する観点は「５ 本時の指導」にある「本

時の目標」と「本時の展開案①学習過程②予想される

子どもの反応③教師の支援」である（資料 1･2 の網掛

けの項目）。それに対し、相違点は「教科書の縮小コピ

ーに「教材研究したときの書き込み」を加える点であ

る。この点は学習指導案に含まれることのない教科書

ミニ指導案の特徴である。 
学習指導案には、ふつう教科書などの教材研究の対

象となる教材や資料を添付することはない。教材その

ものが見えないため、教材研究と学習指導案の作成を

往復しながら授業づくりを行う。それに対し、教科書

ミニ指導案は、教科書に書かれている問題、数字、絵、

図、表などを基に教材研究を行いながら、授業構成を

考えることができる。つまり、具体的な教材の視覚化

によって教科書に書かれていることから教材研究と授

業構成を同時に考えることができるものである。 
また、必要に応じて書き込む観点を取り入れること

で、授業実践に活用しやすい教科書ミニ指導案の作成

が可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）作成前の準備 

①教育書 

 教科書ミニ指導案を作成するにあたり、教科書の内

容に沿った教育書を用いる。本実践では『算数科の指

導』を参考にした。教育書からは学習する内容につい

ての知識だけでなく、一般的な子どものつまずきを知

ることができる。教科書からきづいたことを取り上げ

るのは教師側の主観であるため、実際の子どもにとっ

てのつまずきとは相違がある。そこで、教育書を用い

ることで、子どもの特性を理解しながら教科書を読む

ことができる。 
 
②教科書の縮小コピー 

本研究では、教科書をコピーする際、縮小の度合い

を 70％とし、貼り付ける位置はやや上の方にした。上

のスペースには、本時の目標や観点別評価、既習事項

と未習事項の区別を書いてから授業構成をした。そう

することで、授業のねらいや教えることを明確にした

授業構成を行うことができる。 
 

略案 

細案 

 
・教科書の縮小コピー 

       ・教材研究したときの 
  書き込み 

授業日時・氏名 

本時の準備 

評価基準・観点 
板書案 

略案 
教科書ミニ指導案 
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(14)実際に授業で用いる教具

(5)既習・未習事項の区別 

(10)問題に対する 

発問・指示・説明 

(15)問題の種類 

(12)おさえるべきこと

(13)教育書に書かれている関連事項

(11)解く過程で思いついた図

(1)問題を解く過程とその答え

(8)既習の問題 

(6)小問題の見出し 

(2)教科書を見て気づいたこと

(3)本時の目標 (4)観点別評価 

内容主題･副題･適用題･

評価問題を区別する 
意義どのような主旨で授

業の中に取り上げるか定

めるため 

内容指導書に記載されたもの 
意義授業後の子ども像を想像

するため 

内容本時で何を教えたいかを一言で示す 
意義本時の授業での軸を明確にするため 

内容二回目の読みの気付き 
意義教師側の目線で教科書

を読むため 

内容算数の専門用語 
意義教育書で調べると

きに用いるため 

内容既習事項の中で関連のある学習内容 
意義主題を学ぶまでの子どもの思考状態を把握するため 

内容主題に関連する問

題 
意義本時の見通しを立

てるため 

内容正答と誤答 
意義児童に個々に対応

できるようにするため 

内容問題を解くことで何

を身に付けさせたいか 
意義スモールステップで

問題をとくことができる

ようにするため 

内容子どもに問題をどのよう

に提示するのか 
意義問題提示のときのタイミ

ング・声掛けをはかるため 

内容問題のまとめ 
意義めあてに即してい

るかを確認するため 

内容教育書にある関連

ある事柄 
意義どのように教える

かの幅を広げ、教える際

の注意点を知るため

内容教具の完成形 
意義教具を作るときに必要なものを把握

するため 

内容式・計算・答え 
意義児童の目線で教科書

を読むため

（４）教科書ミニ指導案の作成例 ―作成の過程― 

教科書の読み方には「①素直に読む②疑問を持って

読む③新しい考えをもつ」の三つがあると志水(2009)

は述べている。この点に基づき、教科書ミニ指導案を

作成する上では教科書を三回読むこととする。そこで、

①～③の教科書の読み方と教科書から何を読み取るの

かを挙げていく。 

①初見の読みでは、一単元にある問題を全て解く。 

【教科書ミニ指導案に示した観点①】 

・本時の流れ、単元内の関連性を把握する。 

・子どもが初めて教科書を読むときの思考過程を想

像する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②二回目の読みでは、教科書にある言葉や数字、図表

等に疑問をもつ。 
【教科書ミニ指導案に示した観点②】 
・教科書の構成を把握する。 
・教科書を活用する方法を考える。 

③三回目の読みでは、授業構成を考えながら読む。 
【教科書ミニ指導案に示した観点③～⑭】 
 ・授業をどのように展開していくのかを考える。 
・教具や学習掲示物等の作成・準備について考える。 

  
 以下【資料 3】では、第 5／13 時に書き入れた観点

の内容と意義、書き入れた配列を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(9)子どもの予想される答え 

(7)小問題のめあて 

改良

内容教具の未完成形 
意義実際に用いる教具を開

発するため

【資料 3】 教科書ミニ指導案 第５時 
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（４）教科書ミニ指導案の意義 

①教科書の縮小コピーの貼り付けついて 

教科書には文字、記号、表、図など全てにおいて吟

味し意図して載せられている。藤村(2006)も『新しい

時代に即した児童の学ぶ意欲や考える力などを一層高

めるための小学校算数教科書の研究開発』の中で「教

科書は、極めて緻密で計画性のある身近な学習プログ

ラムである。上手に活用していくためには、その特性

を知り、記述されていない部分の行間を読み、児童一

人一人にあった内容と指導方法を工夫していく材料と

して扱いたい。」と述べている。教材研究をするうえで

教科書は必要不可欠である。教科書ミニ指導案には、

教科書の該当ページを縮小コピーして貼り付けるため、

教科書に載っていることを基に考えることができる。 
 

②教科書からの気づきを書き込むことについて 

授業づくりにおいて教材研究では、まず「何を」教

えるかを明確にする。そのために、授業のめあてや内

容などが教科書に沿って記載されている指導書は教師

にとって有効な参考書である。しかし、指導書を読む

ことだけでは授業のめあてや内容の全てを把握できな

いと考える。 
指導書を見る前に教科書を自分なりに解釈するこ

とで、教授内容についての理解が不十分な点に気づく

ことができる。このような気づきは、授業で教科書を

活用する際に教師側にとって不備な点であると考える。

志水(2009)も、「著者の意図がわかった上で欠点を見つ

けると良い」と述べている。教師にとっての不備を解

消するために、関連事項を教育書で調べる。この事前

の教材研究が授業で役立つと考える。また、指導書に

は書かれていない点に気づくこともある。この気づき

が、子どもの疑問と一致する点と重なる場合がある。

つまり、子どもが教科書を見たときの気づきを予想す

ることもできる。 
教科書からのきづきを取り上げる意義としてまと

めると、以下の二点となる。 
・教師の理解が不十分な点を発見し、解釈する機会

となる。 
・子どものつまずくところを予測することができる。 
 

③授業構成を考えることについて 

「何を」教えるかを明確にするために教科書の問題

を一単元全て解く。すると、一単元の中で学習内容が

わかるだけではなく、単元の中の授業同士のつながり

が明確になる。既習の問題を生かす手立てを考えるこ

ともできる。教科書ミニ指導案の作成によって「何を」

教えるかを模索する中で、「どのように」教えるかも必

然的に考えるようになる。 
教科書ミニ指導案の作成を行うことで、教科書の内

容を基に教えるのにふさわしい教材を開発することが

できる。さらに、実際に授業で用いた際のきづきを教

科書ミニ指導案に書き加えることで、授業改善をする

こともできる。 
教科書ミニ指導案を作成することを通して教師と

して教材研究の力量を高めることができると考える。

以上より、教材研究の方法として教科書ミニ指導案を

用いる。 
 
Ⅱ 研究の仮説と手立て 

 教科書の分析・活用をめざすために、授業実践に活

用できる教科書ミニ指導案のフォーマットを作成す

ることで教材解釈力が向上するだろう。 
 

１ 研究の構想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１） 教材解釈力とは 

教材解釈とは、「この教材を用いることで何を教え

なければならないのか」ということを、はっきりさせ

ることである。教材は教師自身の解釈を伴って子ども

に提示される。教材は子どもの思考にできる限り近い

教材の解釈を行っていくことが大切である。教師にと

っての教材は、子どもにとって授業における問題とな

る。子どもの思考は多様であるため、問題について多

種多様な側面から解釈をしておくことで、子どもの思

考に沿った思考を取捨選択しながら臨機応変に授業を

進めていくことができる。教師の教材に対する解釈力

を高めることは、子どもの問題に対する解釈力を高め

ることにつながる。 
 
（２）教材解釈力を高める手立て 

―教科書ミニ指導案のフォーマット作成を通して― 

教科書ミニ指導案を作成するにあたり、まず何を書

き込めばよいのか、またそれをどのような順序で書け

ば教材研究や授業実践に役立つのかを明らかにしてい

きたい。 
本研究では、授業を行う前に教科書ミニ指導案を作

成する。それを用いて授業実践を行い、何をどのよう

な順序で書き込んでいけばよいのか試行錯誤をしてい

く中で取り上げる観点や順序を考察していく。 

 
 
 
 

教科書ミニ指導案の作成 

教材研究 

・教科書分析 

・教具分析 等 

授業構成 

・授業展開 

・教材開発 

・教育書の活用 等

教材解釈力 
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実践を通して教科書ミニ指導案を作成・活用し、教

科書ミニ指導案に書き込んだきづきを視点別に取り上

げ、授業で活用しやすいように配列を整理する。いく

つも作成していく中で、増えた観点や配置などの分析

を行い、授業で活用しやすい教科書ミニ指導案の作成

をめざす。そうすることで教材から「何をどのように」

教えるかが明確になる。つまり、教材研究や授業構成

を行う力が高まるということである。教科書ミニ指導

案を作成することは、教材解釈力の向上につながると

考える。 
 
Ⅲ 研究の検証内容 

教科書ミニ指導案を作成する効用の一部として、

「授業展開」と「手作り教具を用いた算数的活動」を

取り上げて検証する。 
 

①授業展開 

 教科書ミニ指導案には、授業の指導過程が書かれて

いる。教科書ミニ指導案の作成の際に書く指導過程は、

教科書に基づいて考えるものである。通常の学習指導

案に比べて、教材を視覚化しているため「何を」授業

で教えるのかが想像しやすい。教科書ミニ指導案を用

いることで授業実践における効果を高めることが期待

できる。 
そこで、教科書ミニ指導案と授業実践記録を照らし

合わせ、教科書ミニ指導案で考えたことを基に効果的

な授業実践が行われたかを検証する。 
 

②手作り教具を用いた算数的活動 

 教科書を二回読む中で、「何を」教えるのかを明確に

する。そして、三回目に教科書ミニ指導案の空きスペ

ースに授業構成を書き込んでいく。この過程を通して、

「どのように」教えるかを明確にしていく。 
そこで、授業に用いる教具や算数的活動についての

教科書ミニ指導案への書き込みが、実際の授業にどの

ように反映されたかどうかをみる。授業において問題

場面をイメージしやすくするために教具を用いて算数

的活動を行うことで、算数に自信を持つきっかけとな

ることが期待できる。 
 
Ⅳ 授業実践 

１ 児童の実態 

5 年 X 組の児童 35 名に実践前に算数に関する意識

調査を行った。「算数が好きですか」という問いに対し

て、「好き」「まあまあ好き」と答えた子は全体の 77％
だった。「算数が得意ですか」という問いに対して、「得

意」「まあまあ得意」と答えた子は全体の 60％であっ

た。「算数の問題を解くときには何をしますか」という

答えに対して①絵をかく②図をかく③式をかく④数字

をかく⑤言葉をかく⑥頭の中でイメージする、の六つ

の選択肢とその他のスペースを設け、複数回答を可と

した。問題に対する解釈力を高めるためには⑥頭の中

にイメージすることが有効であると考える。⑥を選ん

だ子は 17 名で全体のほぼ半数の子ができている。こ

の 17 名のうち、算数が「得意」「まあまあ得意」と答

えた子の割合は、76％と高い割合である結果を得た。

この学級の実態として頭の中でイメージする経験は算

数を得意にすると考えられる。 
 

２ 単元 

（１）学年・単元名   

第５学年「分数」 
 

（２）単元目標 

【算数への関心・意欲・態度】 
・分数で表すよさがわかり、進んで分数の性質を調べ

たり、分数を使った問題を解いたりしようとする。 
【数学的な考え方】 
・単位の考えに着目して異分母分数の加法・減法をし

たり、分数に整数をかけたりわったりする計算を筋

道立てて考えたりすることができる。 
【数量や図形についての技能】 
・異分母分数の加減計算、分数に整数をかけたりわっ

たりする計算ができる。 
【数量や図形についての知識・理解】 
・分数の約分・通分や商としての分数の意味、分数と

小数・整数との関係について理解する。 
 
（３）単元計画と指導計画 

 
この単元は、四つの小単元に分かれている。本稿で

は、第 2 小単元の第 5 時「通分を使った分数のたし算」

と第 4 小単元の第 10 時「わり算と分数」を取り上げ

る。 
 

第 1 小単元

等しい分数 

づくり 

第 1 時 分数の大きさ比べ 

第 2 時 いろいろな分数の表し方 

第 3 時 等しい分数を作ろう（約分） 

第 4 時 等しい分数を作ろう②（通分）

第 2 小単元

分数のたし算･

ひき算 

第 5 時 通分を使った分数のたし算 

第 6 時 通分を使った分数のひき算 

第 7 時 帯分数のたし算・ひき算 

第 3 小単元

分数のかけ算・

わり算 

第 8 時 分数×整数 

第 9 時 分数÷整数 

第 4 小単元

分数と小数・ 

整数の関係 

第 10 時 わり算と分数 

第 11 時 分数と小数・整数 
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３ 第 5時の授業実践 

（１）本時の目標 

「通分を使って分数のたし算をしよう」 
本時では、異分母分数同士のたし算について学習す

る。これまでの学習内容として、3 年生で学んだ「同

分母同士のたし算」と前時に学んだ「通分」がある。

これらを活用して本時の学習内容である「異分母分数

同士のたし算」ができるようにする。 
 
（２）教科書ミニ指導案の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①授業構成を考える過程 

 【資料 4】は「Ⅰ章２項（３）教科書ミニ指導案の

作成例」にある一部を取り上げる。教科書には「ジュ

ースがパックに 1/2L、もう 1 つのパックに 3/4L 入っ

ています。合わせると何 L ですか。」という問題文が

ある。 
まず、分数のたし算を学んでいくという本時の見通

しをもたせるために問題文中の「1/2L」を「1/4L」と

して提示することを考えた。同分母分数同士のたし算

である「1/4+3/4」は既習事項である。同分母分数同士

のたし算を復習問題として授業の導入で提示すること

で、本時では分数のたし算を学んでいくことを意識さ

せることができる。次に、作成した問題文に書かれた

「1/4」を「1/2」に変えることで、「1/4+3/4」という

式を「1/2+1/3」に変換しやすいと考えた。「1/4+3/4」
の子どもが求める答えとして、正答である「4/4」と「1」
の他に、誤答である「4/8」と「2/4」を考えた。さら

に、正答の場合には、「どういうところに気を付けて計

算したか」を書かせる。誤答の場合には、図を提示す

ることが有効ではないかということを考えた。このよ

うに、机間指導の際に行う手立てについても考えるこ

とができた。 
【教科書ミニ指導案の効用①】 

・教科書ミニ指導案の主問題から、導入に用いる既習の復習問

題を考えることができる。 

・問題の正答だけでなく誤答を多様に考えることで、次にどの

ような手立てを行うことが有効であるか考えることができ

る。 

 
②手作り教具の開発 

『算数科の指導』では、「通分することと通分して

たすことの間には飛躍がある」ため、具体物を提示す

ることに効果があると書かれている。このことから、

具体物を意識したことで、以下の教具を考え作成した。 

 
 
教具はジュースの量の変化が視覚的にわかるよう

に考えた 1L ますである。クリアファイルに油性ペン

で目盛りを書き、裏側に磁石を付けて黒板に貼れるよ

うにした。ジュースが入っていないことも分かりやす

くするために白紙を挟んだ。白紙の上にジュースの量

を示すために色画用紙を重ねた。授業での算数的活動

ではジュースを移せるように目盛りの区切り目で画用

紙を切って挟んだ。 
【教科書ミニ指導案の効用②】 

・教科書にある問題文から問題場面を想像し、教育書を参考に

子どもの思考に合わせた教具を開発することができる。 

 
（３）授業実践記録１ 

C1:1/4+3/4。 

T1:（板書しながら）1/4+3/4。 

T2:これでいいかな。じゃあ、これどうやって足す？ 

C2:ええっとね、分子だけ足す？ 

T3:あ、じゃあ、答え 4/8 で OK? 

C3:えー！違う。 

T4:え、違うの？違うの？だって、たし算じゃん。 

違うの？○○君。 

C4:分母は、分母は足さなくて分子だけ足す。 

T5:分母は足さない？ 足さないの？ 

C5:はい。 

T6:何で？○○君。 

C6:4/8 だと入れるんじゃなくて、そのまま、何かさっきみたい

になる。 

T7:なるほど。さっき、合わせる、合わせるって言ってくれて

たよね。これ（合わせる）、じゃあ、合わせちゃうってこと

になっちゃうっていうこと？○○くん。 

C7:えっと、水を入れても分けている数は変わらない。 

T8:水を入れても分けている数は変わらない。○○さん。 

C8:はい、えっとそのジュースが入っているケースみたいなも

のが、そのうちの 3/4L ジュースが入っているから、その分

母が変わっちゃうと、あのー、また違ってくる。 

T9:分母が変わっちゃうと違ってくる。分母が変わっちゃう。

○○さん。 

C9:分母が違うと分ける数が変わるってことだから、普通に上

の分子を足したりしたらおかしい。 

【写真 1】教科書ミニ指導案を作成する中で考えた教具

【資料 4】 教科書ミニ指導案 第５時の一部 
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（４）成果 

①授業展開 

 まず、「1/4+3/4」を「T2:どうやって足す？」と発問

したところ、子どもの反応は疑問形であり曖昧だと感

じた。そこで、教科書ミニ指導案を作成する際に

「1/4+3/4」の誤答を予測したことを思い起こした。そ

して、「T3:あ、じゃあ、答え 4/8 で OK?」とわざと尋

ねた。すると、子どもたちから、「C3: えー！違う」

という意見が飛び交った。そこで、「T5: 分母は足さな

い？ 足さないの？」「T6:何で？」とゆさぶりをかける

と、C6～C10 の意見が出た。子どもたちの意見をまと

めるために、「C10:1L を 4 つに分けてる」のきづきの

意見を用いて T11~T13 にかけて分母同士を足しては

いけないことを全員で確認した上で、T14 で教具を用

いて分母を合わせるのでなく、ジュースの量を移すこ

とを視覚的に示すことができた。 
【教科書ミニ指導案の効用③】 

・問題の誤答を予測しておくことで、ゆさぶりをかけ、子ども

から誤答の理由を引き出すことができた。 

 
②手作り教具を用いた算数的活動 

  
 
 
「1/4+3/4＝4/8」ではないことを説明するために、

「C6:4/8 だと入れるんじゃなくて、そのまま、何かさ

っきみたいになる」と発言している。「さっきみたい」

とは、上図の①のように掲示物を合わせた場面のこと

である。つまり、C6 は分母を足すことがいけないこ

との理由として、算数的活動を思い起こしながら説明

しているといえる。また、C8 も掲示物が説明の補助

となっていることがわかる。そして、T14 で分母同士

を足さないことの理由づけとして、「②入れる」動作を

行った。 
【教科書ミニ指導案の効用④】 

・教科書ミニ指導案を作成する中で、教具を用いて何をおさえ

たいのかが明確になるため、算数的活動を実践する中で教具

を用いるタイミングをつかむことができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）課題 

①教科書ミニ指導案の作成における課題 

教科書に書かれている内容の読み取りが浅かった

ため、教科書ミニ指導案の書き込み部分の精密性が不

足している。 
また、一つの教科書ミニ指導案を完成させるのに半

日程度かかってしまった。 
 

②教科書ミニ指導案を用いた授業実践における課題 

授業展開までに、既習の問題を設定した上に、算数

的活動を行ったため、導入にかける時間を取り過ぎた。

実際に導入の時間は 18 分であった。時間配分を行う

とともに、授業の導入と展開の区切りを明確にする必

要性を感じた。 
 
４ 第 10 時の授業実践 

（１）本時の目標 

「2÷3 の商を分数で表そう」 
前時までに分数について、1/3 を「1 を 3 つに分け

た 1 つ分」であることを学んできた。これまでは 1 を

分ける問題であったが、本時では分ける数を変えるこ

とに注目させる。2÷3 を提示し「2 を 3 つに分けた 1
つ分」であることを学習する。既習事項である「1 を

3 つに分けた 1 つ分」が「2 つ分」であることにきづ

かせたい。そして、△÷□＝△/□を式で表し、気づい

た事を定義づけるようにする。 
 

T10:あ、分母を足しちゃうと、分ける数が違ってくる。 

C10:1L を 4 つに分けてる。 

T11:こっちは 1L を 4 つに分けとる。こっちも？ 

C11:4 つに分けてる。 

T12:4 つに分けとる。答えも？答えは？答えも？ 

答えは 8 つに分けても OK？ 

C12:だめ。 

T13:あ、だめなんだ。 

じゃあ、こっちも 4 つに分けないといけない？ 

C13:はい。 

T14:OK、OK。じゃあ、答えも 4 つに分けましょう。 

じゃあ、入れるんだよね、うつすんだよね。 

（3/4 を傾けながら）じょじょじょじょ。うつしました。

じゃあ、何分の何 L になるかな、○○君。 

C14:えっと、4/4 で、あと 1L。 

C15:あってます。 

 

 

 

 

①合わせる 
 
②入れる  

【写真 3】算数的活動をノートに書き留めた様子 
【写真 2】ジュースを移し換えている時の様子
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（２）教科書ミニ指導案の作成 

 【資料 5】にある色の違う四つの観点は、第 5 時に

作成したものから増えた項目である。 
 

 

 
①授業構成を考える過程 

 【資料 5】の点線で囲んだ①の部分について取り上

げる。 
教科書には、「ジュース 2L を、同じように 3 つに分

けると 1 つ分は何 L になりますか。」という問題文が

ある。また、既に「2÷3」と式が書かれている。子ど

もたちにとって、循環小数を分数で示すのは初めてで

あることを、既習事項と未習事項の区別を行う際に把

握した。このことから、「2÷3」の式は子どもに考え

させることではないことを示している。 
まず、わり算について学んでいくという本時の見通

しをもたせるために、問題文の「2L」をいろいろな数

字に置き換える中で、「2÷3」の立式へ変換していく

導入を考えた。この文章問題を授業で用いる際には、

問題を提示する場面で、問題文から分かっていること

と求めたいことの区別を行うことを考えた。 
次に、「2÷3 は計算できますか」と「これまでどの

ように計算してきましたか」の二つの発問を考えた。

筆算を実際に行う中で商の循環小数の表し方について

腑に落ちない状態から、「2÷3 の商を分数で表そう」

という課題を提示し、商を分数で表すことができると

いう期待をもたせて授業展開にうつることを考えた。 
【教科書ミニ指導案の効用⑤】 

・教科書に書かれていることから、子どもに考えさせることと

教師が説明することを区別することができる。 

・問題文を提示する際の注意事項を考えることができる。 

・本時の課題を提示するタイミングをつかむことができる。 

 
②算数的活動 

【資料 5】の点線で囲んだ②の部分について取り上

げる。 
教科書には、「2÷3」を表す図がある。教科書ミニ

指導案を作成する中で、この図を基に算数的活動を考

えた。2L のペットボトルを用意し、第 5 時で用いた

1L ますにジュースをうつして考えることを伝える。ま

ず、1L ますが二つできたことを確認し、三人のコップ

に分ける場面設定をする。次に1Lのますから1人1/3L
ずつ分ける動作を 2 回繰り返す。そして 1 人分の量を

求める。コップには目盛りがないため、目盛りを読む

ための教具を用意した。 
【教科書ミニ指導案の効用⑥】 

・教科書にある図から子どもにとって身近な場面設定を考える

ことができる。 

・授業の中で必要なものの準備を考えることができる。 

 
（３）授業実践記録２ 

C1:2÷3 です。 

C2:いいです。 

T1:（「2÷3＝」と書きながら）2÷3 計算できそう？ 

C3:できない。 

C4:ううん、割り切れない。 

C5:分かんない。 

T2 割り切れない、ほんと？ 

C6:割り切る。 

C7:小数にする。 

T3:小数にする。どうやって計算してた？ 

C8:前まで小数だった。 

T4:前までこれどうやって計算しとった？ 

ちょっと待って。小数って言っている子いるけどどうやって

計算してた？ 

C9:筆算、筆算。 

T5:あ、筆算してた。じゃあ、筆算してみ。筆算で答え出して

み。（「2÷3」の筆算を板書する） 

C10:えー、無理。 

C11:ホントだ、無理。 

C12:どういう意味だ。 

C13:できた？できた？ 

C14:無理。 

本時の目標 
観点別評価 

小問題の見出し 

小問題のめあて 

条件・求答事項の区別 

問題に対する発問・指示・説明

教科書を見て気づいた事

本時の課題を出すタイミング 

おさえるべき事

宿題の範囲

解

く

過

程

で

思

い

つ

い

た

教

具 

問題を解く過程とその答え

算数的活動 

既習・未習事項の区別

【資料 5】 教科書ミニ指導案 第 10 時 

① 

② 
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T6:無理？できん？ 

C15:割り切れません。 

T7:ホント？じゃあ先生もちょっとやってみるわ。 

（黒板で筆算をし続ける） 

―中略― 

C16:もういい、もういい。 

C17:先生、もういいよ。 

T8:0 をおろして。 

C18:永遠に、永遠に終わらないよ。 

T9:永遠に終わらないか、そっか。もう無理か、これ以上、こ

れ続けても一緒？じゃあ、2÷3 で 0.6…。なんかさ、これめ

っちゃすっきりしなくない？今日は何か、めっちゃ簡単なわ

り算やるよって言ってたのにさ。先生、難しいじゃんって思

った？人いる？ 

（挙手をする子どもたち） 

T10:そうそう。めっちゃ思うよね。 

（「すっきりしない」と板書する） 

でも、実は今日はこの２÷３をすっきりさせる方法がありま

す。すっきり。 

C19:すっきり。すっきり。 

T11:今日の課題です、じゃん。みんなで読んでいきます。 

（「2÷3 の商を分数で表そう」を貼る）さんはい。 

C20:2÷3 の商を分数で表そう。 

 
（４）成果 

①授業展開 

 教科書ミニ指導案に書いた通り「2÷3」の式がでた

時、「T1:2÷3 計算できそう？」と「T4:前までこれど

やって計算しとった？」という発問をした。すると、

「C9:筆算、筆算。」という発言があった。実際に黒板

で筆算を解く中で、「C18:永遠に、永遠に終わらない

よ」との発言から商が循環小数であることにきづいて

いった。商を循環小数で表すことがすっきりしないこ

とを T9 の際に感じた時点で本時の課題を示すと、

「C19:すっきり。すっきり。」と子どもの反応がよか

った。また、導入にかかる時間を 9 分に短縮できた。 
【教科書ミニ指導案の効用⑦】 

・本時の課題を提示するタイミングを考えることは、学習内容

の必要性を感じさせることであることが分かった。 

 
②手作り教具を用いた算数的活動 

 第 5 時で作成した教科書ミニ指導案の中では、以下

に示す教具の開発のみで、具体的な活動についての表

記はしなかった。 
  
 
 
 
そこで本時では、以下のように教具を用いた活動の

流れを示した。 
 

 
 

 
 

すると、【写真 4】の様子からもわかるように板書に

掲示物を貼る位置を定めることができた。つまり、板

書の流れを考えることができた。通常の学習指導案を

作成する際に完成形の板書案を添付する場合がある。

しかし、この様な板書の流れを書きとめることとはま

れである。算数的活動の流れが明確になることで、板

書の流れもつかみやすいことが分かった。 
【教科書ミニ指導案の効用⑧】 

・算数的活動の流れを教科書ミニ指導案に書き込むことで、板

書の変化の過程が視覚化できた。 

 
５ その他の指導の手立て―学習掲示物の活用― 

 毎回教具を用いて学習活動を行うことが決して子ど

もの問題を解釈する力を高めるとは限らない。むしろ、

単発で終わってしまうことも考えられる。そこで、教

具を用いた経験を想起しやすくするために、学習掲示

物を活用した。 
学習掲示物とは、１時間の授業の内容をまとめた模

造紙を教室掲示したものである。１時間ごとの学習内

容を掲示することで、一つの授業の学習内容を思い起

こすだけでなく単

元全体の流れを一

目で把握すること

ができる。また、

模造紙には学習内

容に関連のある子

どもの発言やその

子の名前を記載す

ることで、子ども

の発言を認めるこ

とにもつながる。

授業では、前回ま

での復習の場面や、

既習事項を活用す 
る場面でも掲示物

を用いることがで

きる。 

 

【写真 4】算数的活動において

教具を扱う様子

【資料 6】 教科書ミニ指導案 第 10 時の一部
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Ⅴ 成果と課題 

１ 成果 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
教科書ミニ指導案の作成における成果として二点

取り上げる。 
第一に、教師力向上実習Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを通して教科書ミ

ニ指導案の作成と授業実践を繰り返し、授業で活用で

きる指導案が作成できるようになってきた。最初、何

をどのように書けばいいか分からなかった。そのため、

実習Ⅰの時点では A4 サイズの空白スペースを書き埋

めることに 1 日を費やしたことがあった。実習Ⅰで 3
枚、実習Ⅱで 15 枚、実習Ⅲで 4 枚の教科書ミニ指導

案を作成していく中で、A3 の空白スペースに 2、3 時

間で書き埋められるほどになった。図 1 は、教科書ミ

ニ指導案に何をどのような順序で書き込んでいけばよ

いのか試行錯誤をしていく中で取り上げた観点や順序

を配列したものである。 
第二に、教科書ミニ指導案を作成する上で、教科書

に書かれていることに疑問を持つ重要性を学んだ。教

科書を三度読むことで、なぜこの数字が用いられてい

るのか、この問題の解き方は他にないか、子どもたち

にとってどこまでが既習事項であるのかなどを考える

ことができた。そうすることで、「何を」「どのように」

教えるのかを明確にすることができたと実感している。

今後も教科書ミニ指導案の作成を引き続き行っていく

ことで、書き入れる観点や配列を洗練し教材解釈力の

向上に努めていきたい。 
 
２ 課題 

 授業実践における課題として二点取り上げる。 
第一に、一時間の授業の流れを頭に入れることであ

る。授業を行うにあたり、教科書ミニ指導案やその他

の資料など多くのものを教卓において授業を進めてい

た。そのため、授業の本筋がぶれてしまったことがあ

った。そこで、教卓には何も置かずに授業をする大切 

さを学んだ。教科書ミニ指導案や

その他の資料はあくまで教材研究

や授業構成を決める手立てとして

用いるものであり、それらに頼り

すぎることで子どもに合わせた授

業ができないこともあった。今後

の授業実践では、授業の流れを頭

に焼き付けた上で、目の前の子ど

もたちと向き合って柔軟に授業を

進めていきたい。 
          第二に、時間配分である。教材

研        研究を行うことで、あれもこれも 
         教えたいという考えをもち、授業 
         が延長してしまうことが多々あっ 
         た。特に、導入の時間を長く取り 

過ぎたため、本時の学習内容が終 
わらずに授業を終えてしまった事 
があった。時間配分を意識し、臨

機応変に授業を進めていくようにしていきたい。 
 
 

【付記】 

 連携協力校では 1 年半のサポーター及び実習をさせて頂く中

で、校長先生、教頭先生、教務主任の先生を始め、教職員の皆

様にあたたかくご指導をしていただきましたことを大変感謝し

ております。また、実践を進めるにあたりご指導をしていただ

きました愛知教育大学教職大学院の志水廣先生を始め、諸先生

方に厚くお礼を申し上げます。 
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                      【指導過程】 

教科書の縮小コピー貼り付け

単元名 

問題に対する 

発問・指示・説明

教科書から気付いたこと

１時間ごとの区切り目

知っておくと便利な解き方

本時の目標 

本時の観点別評価 

小問題の見出し 

問題を解く過程とその答え 
（正答と誤答） 

解く過程で思いついた図 

小問題のめあて 

教育書に書かれている関連事項 

問題文にある学習用語と

その意味、内容 

既習・未習事項の区別 

式・答え 

条件と求答事項の区別 

おさえるべき事

本時の課題を出すタイミング

既習の問題 
小問題のめあて

算数的活動の流れ

教材研究 授業構成

授業で実際に用いる教具 
宿題の範囲

【資料 7】 教科書ミニ指導案の構成 
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